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サルモネラ菌の生活環境汚染実

態に関する調査研究（第 5報）
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I はじめに

最近サルモネラ菌による食中毒を含めたサルモネラ

感染症の増加傾向がみとめられている 1)• その原因とし
て，飼料および食肉をはじめとする輸入畜産物の増加，

食生活の欧米化， ヒトの国際交流の活発化などにともな

ぃ，家畜や家禽，或いは，食肉や珀卵（加工品を含めて）

などのサルモネラ菌汚染，また河川や下水などの生活環

協内のサルモネラ菌汚染が作々進捗していることが指摘

されている1)2)3).

このようなことから，我々も50年度から秋田県内の生

活環境内サルモネラ菌汚染実態を調査してきたが4)516171,

本報では， 50年度から54年度までのと畜場汚水と終末処

場生し尿，生下水から検出されたサルモネラ菌の年度別

分離率と菌型の推移，および54年度の食肉のサルモネラ

歯汚染状況の調査成紀について恨告する．

表 l サルモネラ検査方法

Ill と畜場汚水 10ml 80検体

121 下水終木処理場

生し尿 10ml 20検体

生下水 10ml 20検体

131 食肉 10 ff 50検体

-

9

 
各検体を EEM培地200mlで37℃

12~24時n:JJi,l菌培捉
（ただし、食肉は40℃で）

↓ 

11 調査方法

A 被検材料

と畜場汚水80検体，および終末処理場生し尿と生下水

各20検体は，既報4)5)6)7)と同様に， 7月と 9月の 2回に

わたり，大館食肉センター，秋田と畜場，本荘ミートプ

ラント，県南食肉センターおよび秋田市下水終末処理場

から採取した．また， 50検体の食松1は同時期の 7月と 9

月に秋田市内の食肉販売店より講入し，それぞれ実験に

供した．

B 分離同定方法

と畜場汚水，生し尿牛卜水およひ食肉からのサルモ

ネラ菌の分離同定は，表］に示す方法によって行なった．

皿 調査成績

A と畜場汚水からのサルモネラ菌検出成績

と畜場汚水からのサルモネラ蘭分離成績は表 2と3に

小す如くであった．すなわち秋田てはやや低く 25％であ

ったものの，他の 3ケ所では80~85％の高分離率を示し
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た。また．これに伴い検出巾型の多様化も著しく，菌型

の同定されたものだけでも12柾類であった．主要菌型は

S. derby (19.7形）， london(12.7 96), S. Ii vingstone 

(11.3 96), S. cairo (9.9形）などであったが例年に比

して， S.typhimurium の分離率が大巾に減少し，

S. derby, S. Ii vingstone等の分離率が高かったのが

特徴であった．

B 食肉からのサルモネラ菌分離成績

食肉からのサルモネラ菌分離成績は表 2に示すとおり

てある•検体50件のうちサルモネラ歯か検出されたのは

9件， 18％であり，それぞれの検出率は牛肉10鍬豚肉

30%, 鶏肉20形，鶏モツ 8%, モルモン18妬であった．

検出1泊型はS.typhimuri um 4株， S.infantis 4株，
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表 2. と畜場汚水，食肉及び下水処理場からのサルモネラ菌分離成績

第 1回 cs.54. 7) 

｀ 
被検数分（サ分ル離離モ陽ネ率性ラ％菌数） 菌 型：株

S.cairo 
s. ｛ ava 
S. ivingstone 
I, b, en 

大 館 10 8 
(80) 

と

玄甲
秋 田 10 4 (40) 

S.london 
B,d, -

場
S.brecleney 
S. derby 

県 南 10 8 (80) 
汚

水 l ^ " -"  

s. gGl, v-e 
B, 

本 什 10 6 (60) 

＾ I―こ1
計 40 26 (65) 

---

牛 肉 5 1 (20) S. typh1murium 

豚 内
食

5 2 (40) S. typhimunum 

鶏 肉 5 2 (40) S. infantis 
.. - -

トリモッ 7 1 (14) S. mfantis 

柊j
1 (33) 

S. infantis 
ホルモンノ 3 S. tvphimunum 

合 計 25 7 (?,8) 
•--

_.  

終
生し尿 10 2 (20) S. manhattan 

末 S. livrngstone 
S.paratyph1 -B 

処 生下水 10 4 (40) 

兜

場 合 計 20 6 (30) 
―---....___ __  ---------

S. havcmaとS.londonが各 1株てあった。

c 終末処理場における生し尿および生下水からのサ

ルモネラ菌分離成績

表 2と3に示す如く， 54年度の分離率は生し尿では10

？ると増加の傾向はないが， 4 卜水においてけ45％と明ら

かに増加していた．検出菌型はS.typhimurium 3株，

S.paratyphi -B, S. thompson, S. li vingstonc, S. 

manhattanがそれぞれ 2株， S.javaが 1株であった

か， S.paratyphi-Bが検：I¥ （検：I＿i菌型の 16.79'る）さ

れたことが注目された．

: 7 
: 3 
: 1 
: 2 

: 3 
: 1 

: 1 
: 8 

: 5 
: 1 

: 1 

: 2 

: 2 

: 1 

: 1 
: I 

: 2 

: 2 
・・ 2 

第 2回 cs.54. 9) 

数 ， 分サ（分ル離離モ陽ネ率性ラ％数菌） 菌 型：株 数

S. lshitevaiindnlege!y sbt ( one 
: 7 

S. : 4 
S he erg ： ]~ 
S. typhimunum : 1 

10 
， 

尼 : I 
(90) : l 

JO 1 (10) B,d,- : 1 

S.derby : 6 
S.bonn : 2 
S. london : 1 

10 8 (80) 
B, 忍 : 1 
G, - : 2 

〒 9, - 3〒m " __  _ 

S. Iondon : 5 
S. infantis : 3 

10 ?,8 (70) B, む : 1 
B, - : 2 

ー・—

40 28 (70) 
←-

5 

゜5 I (20) S. london : I 
l .  __ 

5 

゜5 （） 

5 1 (20) S. havana : ] 

25 2 (8) 
l ― ー＿ C~-

10 

゜ S. 畠 himunurn : 3 
S. mpson : 2 

10 5 (50) S.java : 1 

- - ` 

20 

IV 考察

はじめに述べた如く，近年のサルモネラ菌の侵襲は著

しく進捗しているといわれているか，我々の調査でもこ

のことが逐次明らかとなってきた．家畜のサルモネラi笙l

保菌率についてみても，深沢たち 8)は牛10粥，豚 15.5%,

また，久万たち 2)は41.1 ％，豚 31.8％が保菌しており，

その主要菌型はS.derby, S. typhimuriumであったと

報告しているか，こうした家畜の保菌率の高さか直接と

畜場汚水の分離率に反映したものと考えられる．従って

- 66 -



表 3 と畜場汚水と終末処理場，生し尿，生下水にお

けるサルモネラ菌の年度別分離率推移

三 度 50 51 52 53 54 平均

大 館 5形 5% 0% 25 % 859,ふI24 % 

と 秋 田 35 35 65 30 25 38 

玄田
/L自1 南 5 5 15 65 80 34 

場 本 荘

゜
45 10 55 80 38 

平 均 11.3 22.5 22 5 43.8 67.5 

終 生し尿 50 55 15 10 10 28 

責 ＇ 
牛 ド水 50 10 20 15 45 28 

理
場 平 均 50 32 5 1 7, 5 12.5 27.5 

＂し m▼99,—下▼．．．→叶＾r•—,ァ．．．

表 4. サモネラ菌型の年度別，検体別検出推移
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1 | ̀ 
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S derby | ] Lo S agona 

.S essen 

'lr;l S typhimurrnrn rl(i , 8 

S. brcdency 

S. he,del beri; 

U T. 1 (1 I ? 

S lIVIngstone • I 

S. mont(_‘V] (le() I 

C I S thompson 

S bonn 

s.Infa n t l S I I 9 2 ■ 1 

C' 
S Illとll l l l at t ;FI I l 

S I<otllms "'I 

■ 2 , 8 
． 

D, 
.S. panama I 

S anatum 

s:1 

,14 

r I; 

I 

, 3 I 

• I E I 
S. london ， 10 

s glve I,1 ](J 

s. melcagll(hs I 

• 3 

.. 
• ? 

E, 
s. S('I II (m  l)(‘l g | 

c; S havana 

← ----ー- •一ー· r~-- -口• -•----··--- —~ -•9 --·一•

イ,IIJI U. T. 
．？ 

合 ', 1 : { (I 叫 :m ,1.1 
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と畜場内で枝肉の汚染も高率になる可能性が十分予測さ

れ，事実，久万たち 2)は豚枝肉から55％の検出率でサル

モネラ菌を検出している．―方，中塚たち 9），松崎たち10)

がと畜場の枝肉よりも食肉店の冷蔵庫に持ち込まれた枝

肉の汚染率（検出率）の方か高かったと報告しているこ

とは，と畜場段階では検出できなかったような微贔のサ

ルモネラ菌が流通過程の段階で増殖したり，或いは新に

汚染したりしていることを示しているものと考えられる．

今回の食肉調社でも平均18％に検出され，とりわけ豚の

30％が最も高率であって，また，全体として検I:hされる

S. typhimuriumが年々減少する（表 4)中で，復肉か

らは40%も検出されていた．

一方， 54"1こ10月～55年 2月にかけて行なった「腸チフ

ス歯およびパラチフス B閑の感染源渦査」 12)から得られ

段 検 休

/i‘（り1|小，，1

5 4 "I 
と命J易 II l, I瓜

食 '' （り水 11|、•水 1111 

I ;, 2 2 

i ] 4 3 I 

4 ,1 

i 7 7 

IB 18 129 

8 7 I 

(i 3 3 

, ti 5 !) 3‘/) 訊 4 

■ I I I 

■ I I I 

'7 ID l (; 3 

I 10 II () g 

l 99 

I | 

I ビ 2 ？ 
I 2 2 ど

, 7 II " r ？ 4 

• 2 

3 I ？ 
4 

I I 

II 6 r̀ ) 
II 

| I ＇1り()

叫 l!J 4 I 
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『6 8 8 
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表 5 昭和54年度．腸チフス菌，パラチフス B菌を含むサルモネラ菌属の検出状況

検 体 調査期間 検査件数 検出陽性数（％） 検出株数

し尿
s. 54 s. 55 件 件

下水，
7 /10~2 /26 2 0 5 8 3 (4 0. 5) 1 1 4 

河 JI I 水
S. 54 s. 55 3 7 4 1 1 3 (3 0. 2) 1 6 8 
10/16~2/26 

計 5 7 9 1 9 6 (3 3. 9) 2 8 2 

表 6 昭和54年度，腸チフス菌，パラチフス B菌を含むサルモネラ菌属の検出菌型と検出株数
ー、99

下 水 し 尿 河 J I I 

～ 一^

0群 菌 種 名 検出株数 0群 菌 種 名 検出株数

- ----- - ,  

B S. typhimunum 29 B S. paratyphi-B 75 

B S. paratyphi-B 23 B S. typh1munum 23 

B S. cairo 4 B S. cairo 7 

B S. Java 2 B S. bredency 1 

B S. trachau 1 B S. agona 1 

B S. agona 1 B S. java 1 

B S. he1delberg 1 B S. heidelberg 1 

B B,G,- 2 B .B, d, - 2 

C 1 S. bareill y 8 B B, G, - 3 

C 1 S. mfantis 3 Cl S. bare11ly 15 

C I S. livingstone 2 Cl S braenderup 11 

C 1 S. ohio 2 Cl S. infantis 10 

C 1 S. thompson 2 Cl S. thompson 1 

C 1 S. rrn ssion 2 C2 S. newport 2 

C I S. braenderup 1 DI S panama 5 

C 1 S. papuana 1 01 S. typhi 1 

C I S bovis-morbificans 8 E 1 S. give 4 

C 2 S. manhattan 3 El s. orlon 1 

C 2 S. litchfield 1 E4 S. senftenberg 3 

C 2 型 けlj:;rヽ能 1 G S. okatie 1 

D 2 S. panama 12 

D 1 S. typhi 1 

E 1 S. anatum 1 

E 4 S. krefeld 2 

E 4 S. liverpool 1 

114 168 
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た成績をも加えて， 54年度全体の分離傾向をみると，表

5と表 6の如くであるが，特に注目されることは，都市

河川から約309'るの高率でサルモネラ菌が検出され， しか

も，下水， し尿を含めて， S.typhiとS.paratyphi -

Bが全体の約 35.5％を示めたことである．下水は生活燦

境汚染の集約であることからその指標にもなる 11)といわ

れているし，また，河川水も生活排水などが流入して生

活環境汚染を如実に反映すると考えられることから，こ

の成紐の示す意味は誠にゆゆしきものであると考えざる

を得ない．少なくとも， S.paratyphi-Bの高い検出率

に対して予防衛牛行政の早急な対策が叩まれる．

V まとめ

本報では，昭和50年から54年までのと畜場汚水と終末

処理場生し尿，生下水からのサルモネラ菌検I廿成紋と，

食肉のサルモネラ汚染状況について述べた．

と畜場汚水からの検出率は平均 67.5形で，年々増/Jnの

傾向がみられる．検出蘭型は， S.derby, S. livingstone, 

S. londonなどか多く， S.lyphimuriumが少なかった．

食肉からの検：Li率は］8％て，豚肉で最も高く 30%,鶏肉

で20％であった．検出菌咽は， S.lyphirnuriumとS.

inf antisか多く，その他はS.havanaとS.lonclonであ

った．終末MHIIIl闊の牛し尿からの検II：率は l()9る， 1|ド水

からは45％で牛下水の方に増1Jll傾向かみられた．

稿を終えるにあたり，検体採取にこ協）J下さい出した

呪環境衛生課，答保1tI'PJr，秋田市ド水終末刈切11J且に深謝

します．
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